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行ったこと

・基底関数の複製を行うプログラムの作成と数値実験
・中間発表
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基底関数の複製

CRBFNは冗長な動径基底関数を削除する能力をもつものの，必
要とされる動径基底関数を追加する能力は備えていない．ニューラ
ルネットワークに関数近似を行うために必要な数のニューロンが存
在しない場合は，関数近似を行うこと自体が不可能となる．

図 1: 基底関数が１つの場合
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基底関数の複製

新しい動径基底関数を追加する能力を備えた CRBFNとして複
製・競合動径基底関数ネットワーク (Reproductive CRBFN:
RC-RBFN)が提案されている．この RC-RBFNの新しい動径基底関
数を複製するアルゴリズムを以下のように定義する．

図 2: 複製する位置の決定法
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シミュレーション結果

図 3: 基底関数の複製結果
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中間発表で指摘された点

浦島先生
・ガウス関数を足し合わせた教師信号を使ったとあるが、RBFNの
非線形関数の関数近似の精度について話をするならほかの非線形関
数も教師信号として使ってみたほうがいいんじゃないか
・各ニューラルネットワークには適用するのにそれぞれ適した問題
（題材）があると思うが、今回提案したニューラルネットワークで
は、どのような問題に適用できて、どのような問題は苦手なのかも
分かると良い

大山先生
・基底関数の複製の話をするなら基底関数の個数の時間変化のグラ
フがあったほうが分かりやすいんじゃないか
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中間発表で指摘された点

中村先生
・RC-RBFNを組み込んだ機械学習を評価する際、RBFNを組み込ん
だものと比較するのか、他の物とも比較するのか
・どこが既存でどこが新規性になるのかをもう少し分かりやすくし
たほうが良い
・計算量での比較もニューラルネットワークの性能評価の 1項目と
してあっても良いと思う
・最近の機械学習の手法は並列化して大規模で用いることが多いの
で、並列化可能かどうかも調べると良い
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検討すべき点

ターミナルアトラクタ
あるシステムが最終的に安定した学習結果に収束する，ターミナ

ルアトラクタの概念を適用して，望ましい学習回数で平衡解へ収束
するように修正されたシナプス可塑性方程式を以下のように定める．

図 4: TA を適用したシナプス可塑性方程式
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検討すべき点

rは任意の奇数というのが元論文 (奥原ら，1997)での定義だった
が，数値実験では rの値によっては振動する場合がある．また，r
を偶数で設定した場合でも奇数の場合と同様な収束結果を示したた
め，rの定義の見直しが必要となる．

図 5: r の値による収束結果の比較
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これから行うこと

RC-RBFNを組み込む機械学習の手法の検討
ターミナルアトラクタの定義式の見直し
本論執筆


